
 

 

 

 

 

第 1413 回例会報告        平成２７年５月２４日（日）晴れ 

■出席報告 

会 員 数      38 名 
出席対象        36 名 
出席者数     24 名 
出 席 率       66.7％ 
前回修正     86.1 % 

■ニコニコ BOX 

 

■今週のことば 
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会長挨拶 

会長 吉澤邦雄 

和田峠清掃 

 本日は恒例となりました下諏訪中学の生徒さ

んとの協働作業による和田峠清掃ですが、今年も

こうして大変多くの皆さんにご参加いただき有難う

ございます。 

この活動は町内一斉清掃“ごみゼロ運動”に合

わせてのものですが、この峠の現状は以前に比

べ投棄されたゴミの量は減ってきたとはいえ、まだ

まだモラルを疑いたくなる状況が続いております。 

下中の皆さんとは既に「里山整備事業」におい

て植林等の協働作業を行ってもおり、自然環境の

整備・保全の大切さはご理解いただけると思いま

すが、今後、私たちの活動が、ただ単にゴミを拾う

だけではなく“ゴミを捨てない、捨てさせない”とい

ったモラルの向上につながる運動へとつながって

いけばいいなと思います。またこの時期は丁度新

緑の美しい中での作業でもあり、故郷の素晴らし

い自然環境を見直す良い機会でもあります。どう

かその辺のところも少し考慮しつつ作業をして下

さい。 

本日の作業区域は大変急斜面でもありますの

でどうか怪我の無いように、決して無理をせず、細

心の注意を払って作業をしていただきたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いします 

 
1413回例会 

ごみゼロ運動の日、清掃活動例会 

担当 社会奉仕委員会 

中学生と一緒に和田峠清掃 

本日は恒例の中学生との和田峠清掃でした。下

諏訪町役場から依頼された箇所は直近で他団体

による清掃活動が行われた様子があり、ここ１０年

のうちでは最もきれいな個所の清掃となりました。 

ただ指示された箇所から少し離れた場所は大変

な様子だったようで、その個所に踏み入った会員

たちはかなり遅くまで悪戦苦闘いたしました。 

昨年度清掃をした周辺からの中山道（旧道）は、

見違えるほどきれいになり、改めて散策してみよう

かなと思わせるほどの景観となりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃終了後記念撮影をしました 
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作業前の会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山﨑社会奉仕委員長作業注意 

----------------------------------------- 

会員セミナー(新会員セミナー) 

職業奉仕委員会 

会員増強特別委員会 

５月１９日に会員セミナーを「ぎん月」において

開催しました。特に、３年未満の新会員は本セミナ

ーを必ず出席をと、企画しましたところ多くの会員

に参加をいただきました。 

はじめに、今まで卓話をしていただく機会のな

かった宮坂健会員に卓話をしていただきました。 

続いて吉澤会長、海老原幹事さんにそれぞれ

の役割の話をしていただき、各委員長さんに各委

員会の役割を説明いただきました。各委員長の事

業説明により各委員会の存在意義を難しい言葉

を駆使し、説明いただきました。 

用語も含め委員会、奉仕活動、地区、RI等わか

らないことの解決には、まずは出席してみることが

大切であること、会員同士のコミュニケーションが

大切だと、改めてわかったセミナーでした。 

また、今は規定から外れていることですが、1業

種 1名の原則の意義や、ロータリークラブがさまざ

まな理念を、大切に育ててきたことがよくわかった

セミナーになりました。 

 引き続き懇親会になったのですが、ここもロー

タリーを肴に懇親を深め、有意義な意見交換が出

来ました。特に、先輩会員がこのセミナーにおい

て気が付いたことや、掘り下げて意見したこと、忘

れてはいけないロータリー訓を熱く話をしていた

だきました。 

新会員はもとより出席のすべての会員が、懇親

会の中のロータリー論、一言一言に良いセミナー

を実感させていただきました。 

皆様のご協力に心より感謝申し上げます。 

 

職業奉仕委員会、会員増強特別委員会の皆さま

ご苦労様でした。大変有意義で楽しいセミナーだ

ったと参加した方の多くの方が発言していました。

また通常例会としても扱うべきとの声も多く聞きま

した。 

 

 

 

 

 

 


